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                                     国際審判員 塚田 秀樹（京都ボート協会） 

 

 FISU（国際大学スポーツ連盟）主催 第 14 回世界大学選手権大会がポーランド、ポズナン市で 2016

年9月2日（金）～4日（日）の３日間の競技日程で開催されました。審判員として参加したことを報告い

たします。なお、当地では今年度ワールドカップⅢが開催され日本から松田審判員が参加され、既にレポー

トが出されていますので、施設など重複するところは松田氏のレポートを参照していただきたいと思います。 

現地には8月31日（水）午後3時前に空港に着きました。OCの迎えにより他の審判員4名（計5名） 

とともに車で40分程度の会場に隣接しているCamping Maltaという宿舎に着きました。この日の夕方に

第 1 回目の審判ミーティングがあると聞き、この時間に着くように来たのですが実際は翌 1 日（木）の 11

時が最初のミーティングでした。夕食会場に行くとすでに8名くらいの審判員が食事をしながら談笑してい

ました。部屋は2人部屋でしたが相方の審判員はスイスから車で来て深夜12時ころに着きました。12時間

程度（距離は1200ｋｍ）かかったと言っていました。 

今大会の審判員は以下の通りです。 

Jury  President  Przemyslaw Knigawka     POL    1470 

Jury Member   Nicola Dabic                  SRB     1593 

                    Martine Dimouawa           CMR     1520 

                    Jean-Pierre Follet             BEL     1245 

                    Morten Juel Hansen          DEN     1561 

                    Jan Havlicek                 CZE      1662 

                    Urlich Kaeswurm             GER     1218 

                    Mon Mon Khaing             MYA     1655 

                    Anna Widun                  POL     1619 

                    Joseph(Joe)  Manion         USA      1639 

                    Philippe Marillaud            FRA      1673 

                    Gregory Melbourne           AUS      1490 

                    Lucia Ramirez               ARG      1678 

                    Humphrey Spoor             SUI       1603 

                    Wolha Tarasava              BLR      1667 

Hideki Tsukada         JPN      1628 

                    Laurens Van Campen         NED     1726 

          Geeske Annelies Van Rossum CAN  1742 

          Mike Williams       GBR      1310 

以上19名の審判団です。また、FISA審判委員会の Jerome Mouly審判委員（FRA）も参加されました。 

今大会のコース、食事場所、宿泊場所はすべて徒歩で移動できる範囲内に集まっています。 

Accreditationでの手続きはなく、事前にEメールで送った顔写真を用いて IDカードと審判員の一覧表をプ

リントして事前に配っていただきました。 

 先のWorld Cup Ⅲでは、宿舎まではバスで通い、昼食はコースに設営されたカフェテリアでとってお

られたとのことです。今回の昼食は毎回ホテルのレストランでとっていました。 

 

 9月1日（木）  競技会前日 

 11 時から審判団ミーティングがありました。審判長が写真入りのプリントを配り皆の名前を紹介した後、

一人ひとり自己紹介をしました。その後venue tourに出て各施設・設備をチェックして回りました。 

14
th

  WORLD  UNIVERSITY  ROWING  CHAMPIONSHIPS 

POZNAN 2 - 4 SEPT 2016 参加報告 



2 

 

これはかなり時間がかかり、昼食が3時ころになりました。 

 16：00 からチームマネージャーミーティングがありましたが venue tour が長引いたため審判員は皆参

加せず休んでいました。この日の夕食は間隔が短くなったため食べませんでした。 

 19：00、 20時からのOpening Ceremony会場へバスが出ました。Castle POZNANが会場です。 

 

 
World Cup Ⅲの時と少し違います。両端の０と７レーンにはシグナルが設置されていませんでした。

Yellow /Red Markは使われず、警告の時はこの黄色の回転灯が点滅します。（右写真）3レーンのシグナル

のみ裏面に穴が開いており、スターターが赤ランプ、緑ランプが点灯していることを確認できるようになっ

ております。 

 
警告を受けた時にこれが点滅します。（右写真）ポンツーンの写真は WCⅢレポートにあります。ボートホ

ルダーは1名でこのヘッドホンからアライナーの指示を聞き、右手で前後への移動をさせるレバーを回しま

す。（下左、開会式会場です。下右、開会式の様子です。約1時間の式でした。） 

 

式典の後、別室でケーキと飲物が用意され参加者での懇親会が1時間弱ありました。 

その後審判団と役員はポズナンの広場を散策し、飲みながらの談笑の時を持ちました。 
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（左）審判団と各役員              （右）夜の広場、華やかです。 

 

 

写真（左） 今回の審判団です。 （右）はミーティングで説明されたレストラン会場での食事時間です。 

最終日（日）は 10：24（AM最終レース）から 12：30（PM最初のレース）が休憩になるため昼食時間

が早いです。また最終日の夕食は18時ころから22時ころまで食事と飲みながらの談笑をしていました。 

 

参加国は、 

北・南米  2カ国 

オセアニア 2カ国 

アジア（中国、台湾）2カ国 

アフリカ 1カ国 

欧州  19カ国 

計２６カ国です。 

 

 

 

 

 

レース間隔は初日（予選）がすべて 6 分間隔。２日目（敗復と一部セミファイナ）は最初の 12 レースが

７分間隔、後の７レースが８分間隔。最終日は主にファイナル B（午前）が 6 分間隔、ファイナル A(午後)

が14～15分間隔のスケジュールです。 

今大会でのUmpiringはZonal umpiring ではなく従来のDynamic umpiringで行われました。 

 

 

実施種目は、 

１×（M、W） １３、１１クルー 

２×（M、W） １２、９クルー 

L１×（M、W）１７、１０クルー 

L２×（M、W）１１、１０クルー 

２－（M、W） １３、５クルー 

４－（M、W） ８、９クルー 

L４－（Mのみ）６クルー 

８＋（Mのみ） ８クルー（※coxは性別不問、女子でも 55kg） 

４×（男女２名ずつの混成） 3クルー 

以上です。４×の混成というのが珍しいです。 
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２日（金）競技会初日  私の担当部署はAMがJudge at the startです。 

 NTO2名はアライナーとして艇首揃えをします。アライナーがOKを出せば白ランプを私が点灯させます。 

 
また、1回 false startがあり。ボタンを押してレースを止めました。ボタンを押したあと、BOXから出て

いる直線状の小さいマイクで「CHINA false start」とスターターに伝えます。「２レーン フォルススタ

ート」のようには言わないこととなっています。 

 午前のレースの後スターターをした審判から「Good job！」と言われました。仕事をしたという実感は

ありますが、「日本でもとったことのない false startをここでとらせるな！」と思いました。 

 

スタートラインを移すモニターです。（注）このモニターの左に置いてあるBOXの赤いボタンを発艇前に押

さないと、スターターの「Go」に相当する緑ランプ点灯と同時にフリーズしませんので気をつけてください。 

 

２日（金）午後はControl Commission In Coming ポンツーン担当です。 

ポンツーン（In）は2本あり、Mike 氏と１本ずつ担当しました。 

主に艇計量対象クルーへの通告と NTO（計量所への誘導）への引き継ぎが役割です。デッドウエイトの確

認も重要な任務ですが、今回のレース（８＋）では対象クルーがないとの報告を受けました。 

レースは予選ですが、艇計量対象クルーは着順に関係なくすでに各レース２クルーずつ決まっており、その

クルーをResp. control commission 担当審判から聞きました。特に業務は問題なく終えました。 

World Cup Ⅲのレポートでも報告されていたのですが、緑の大きな四角いかごが用意され、Out ポンツ

ーンでクルーに付けるバウナンバーを入れておき、付け終わったらクルーの靴を入れ、In ポンツーンへ持

っていっておくというシステム。これをMike 氏がいい案だと言っていました。（写真下左Out 、右 In） 

  

写真が少し小さいですが、この装置に白ランプ（白×旗に相当）ボタン、リセ

ットボタン、false start時に押すボタンが並んでいます。false startボタン

にカバーがないのでリセットボタンと間違えて押さないよう気を付けました。 

スピーカーからはスターターからの声が入ります。「まだそろわないのか！」

と言われることがありました。 
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初日のチームマネージャーミーティングでは、クールダウン時に2件接触しそうになるなど危ない事案があ

った。最終日はペットボトルを捨てるポンツーンを用意するので、ボートホルダーに投げるな、という注意

が主催者から。クルー代表からは、ボートの名前は広告と一緒の扱い（表示面積の制限など）を受けるのか？

という質問がありました。 

 

3日（土）競技会2日目  この日の部署はFinish Judgeです。 

判定会場には、PC 操作をする係が 3 名、私の前方に２名の NTO がフィニッシュラインを私とともに見ま

す。それに Jerome審判委員、Response finish judgeのMike氏です。 

判定部屋は 5階に相当する高さで、正直フィニシュラインは見にくいです。 

 この日の第一レースでいきなり僅差の判定です。４レーンと２レーンが競りました。私の判定は４、２の

順です。自信を持って４２と叫びました。その後すぐ確認のため Jerome氏が「HIDEKI どうなんだ？」

と確認しました、再度「４，２・・３１５だ」と答えます。ちなみに NTO は２、４ではないかとメモを見

せます。 

写真判定の結果を Mike 氏が確認し「そうだ４２だ」と言いました。改めて PC 入力係が「42315」でい

いな？と聞いてきます。私「yes」と答え。Result シートが出され、Mike 氏がチェックし「Official！」と

言って当該レースが完了です。ちなみに0.05秒差です。 

 この日のレースの艇計量は着順によって決めるため、レース後Mike氏がInポンツーン担当C.C審判に1，

2，3着を伝えていました。 

 また、もう1つ僅差のレースがあり私もNTOも間違えてしましました。その差は0.01秒でした。その画

面を見たのですが、バウボールの輪郭がぼやけるくらいまで拡大しないと線が引けないような感じでした。 

 この場所が高い所にあると言いましたが、主審の白旗に対しては旗を挙げるのではなく、ライトを室内か

ら主審に向かって点灯させます。NTOが「White light」といって付けます。 

 この日もFalse startが１件ありました。 

2日目のレースは12時過ぎに終了です。各部署で終わり次第各自がそれぞれ自由に昼食を取りにレストラ

ンへ向かいます。 

そして、この日は14時よりFISA Umpires Seminar（講師はJerome Mouly氏）がありました。FISA

の役員体制やFISA加盟状況、FISA審判員の動向、今後のFISAイベントの予定等が紹介されました。 

ここ最近ではネパールとフィジーが加盟し、現在150カ国の加盟となった。審判員は470名ほどでここ数

年増えているとのこと、私が受かった2011年は増加する前で450名程度でした。最年少者はARGのLucia

さんで24歳（この大会に参加しています。）と紹介されていました。すごいあと何十年国際大会に行けるん

だ！ 

ここでも東京オリンピック会場が話題となり、「HIDEKI,何か説明できるか？」と振られましたが、来年

から着工するとか、風が心配だとかくらいしか分かりません。いいコースになるよう祈ります。 

 

そして、この日の夜はボーリング大会です。下の左写真は、コースのすぐ隣にある屋外ボーリング場です。 

６レーンあります。ここでやるのかな？と思ったのですが、バスで行くと言うので違うな、どんなところか

な？と期待が膨らみます。その会場は写真の右です。ほんとにボーリングをするだけの機能に特化した会場。 

左：チームマネ

ージャミーティ

ングです。 

右：2 日（金）

夕食後に行われ

た、BBQパーテ

ィーです。 
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さて、いよいよ最終日4日（日）の競技です。 

この日の部署はAMがUmpire２です。3レース担当しました。特に業務は問題なかったのですが。 

最初の担当レースはM4- ファイナルB 2艇レースです、南アフリカと中国です。ストロークレートは終始

中国の方が高いですが、常に南アフリカリードの展開です。しかし 2000 直前で中国がスパートしほぼ同着

です。私は白旗をあげますが、なかなかFinishから白ランプが付きません。どうやら判定に時間がかかって

いるようです、その後やっとライトが付きました。後に結果を確認すると私が間違えた時と一緒で0.01秒差

で中国が勝ちました。その後夜の飲み会で聞いたんですが、Finish judge も NTO も間違えたそうです、

白ライトをつけ忘れていたそうです。そんなことを飲みながら笑って話ししていました。 

  

 そして、この日は昼食が早く11時過ぎに食べて12:30からのレースに備えます。 

この午後の配置がややこしくスターター、アシスタントスターター、Judge at start以外は皆2か所から3

箇所と移動します。 私は最初の6レースが艇計量、その後Umpire3で1レースを担当するというもの。 

中には２レース finish、その後Umpire その後Outポンツーン担当という方もいます。 

後に以下のような一人一人の行動を細かく書いた紙が配られました、ちなみに私には直接渡されず他の審判

から見せてもらったプリントを写メしておきました。 

4レーンあるんですが1つ故障で、3レーンを

使い、NTO、国際審判、OC 各メンバーが 8

名くらいずつグループを作りで楽しみまし

た。途中でもう１レーン壊れ、修理している

ところを見ることが出来ました。ボーリング

の設備は意外にもコンパクトでした。そんな

トラブルもありましたが、飲みながら談笑し

て楽しく過ごしました。私が持って行った日

本のお菓子も食べてもらいました。 
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この後、決勝レースを1つ主審として付きました。その後すべての表彰式がすんだらUmpire boatと救助

艇を2列に並べコースの観客席前をパレードしました。その後は表彰式を2回から見学し、すべての行事が

終わったところで、シャンパンで乾杯して審判団解団となりました。 

 その日の内に帰った方もいましたが、多くの審判は 6 時から 10 時までレストランで食事を終えた後も談

笑し、場所を Mike 氏の部屋に移して懇親会を続けました。私は 12 時ころ失礼しましたが、まだまだ続い

ているようでした。翌 5日は 7時 30分にホテルを出ることになっていましたので、寝坊が心配でした。翌

朝食会場には ITOの方はまだ寝ておられるか、既に4時ころに出発されているようで、私は現地OCの方と

食事をして、駅へ送っていただきました。 

 トラベルメモ 

 朝と夕方の交通ラッシュは激しく、全く動きません。帰国の日、ホテルから駅までは歩いても 40 分くら

いと思われる距離ですが、1 時間かかりました。なんとかワルシャワ行き電車に間に合いましたが、4 時な

どの超早朝以外は、トラム等確実な方法で移動する方がいいと思いました。夕方も渋滞します。 

プラグ（コンセン）変換器ですが、（ポーランドでは今後も国際大会があるので記しておきます。）今回私

が一番困ったことです。ホテルでアダプターを借りることが出来たのでホテルでは充電できましたが、空港 

や電車内では使えませんでした。 

     

 

この 2 段目が私で 14:00 まで艇計量、その後

MonMonと代われ、14時25分にスペアーポン

ツーンで Umpire3 に Anna と乗り換えろとい

う指示が書かれています。 

艇計量はNTO1名と一緒にやります。失格はな

し、14kgちょうどというクルーが１クルーあり

ました。対象クルーは各レース 1 位とレースに

よって２位か３位、計２艇を計ります。A 決勝

ですので、表彰式の後に計量します。 

艇計量会場にあった計器検査用の

重りです。5kg（左） 

プリンターです。（右）失格クルー

がなかったので出番なしです。あ

ったらややこしいのでほっとして

ます。 

右のように平べったい物を持っていく

べきです。 

今回私が持っていった物は左の物。ド

イツでは使えたので隣国のポーランド

でも OK だろうと考えてしましまし

た。ところがポーランドのコンセント

にはアースの棒が１本出ている（写真

左）のでこの○タイプは棒に当たって

入らないのです。右（黒）のタイプな

らこの棒を避けることが出来ます。 
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会場の地図です。人工湖の周り

はショッピングセンターや遊園

地、プールなど一大レジャー施

設となっています。 

 湖の右上にピンク色に塗られ

ているところが宿舎となった

Camping Malta です。ミニ鉄

道も走っています。 

珍しい種目 4×男女混合です。 

男女比 2 名ずつでポジションは不

問です。バウペアーが女子というク

ルーが多かったですが、ストローク

とバウが女子と言うクルーもあり

ました。 

 小さいですが、各クルーの個人名

が書かれておりその横には94とか

88等の数字が書かれています。 

これは生年を表します。大学生であ

ることが出場資格で、ジュニアや

U23 ではないのであまり意味はな

いと思われますが。 

 ちなみに今回 Out ポンツーンで

の監視にはPHOTO BOOKなどは

使用せず、選手の IDカード（写真

入り）とこのスタートリストで照合

しました。 

最終日、全表彰式が終了後の Umpire 

boat レスキュー艇によるパレードで

す。 
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会期中の天気予報が掲示されて

いました。最終日夕方に予報通り小

雨が降りました。 

朝晩は涼しく日中はやや暑いと

いう過ごしやすい天候でした。 

 日照時間は 6 月と比べ大分短く

はなっていますが、7時 45 分くら

いまでは薄明るいです。朝は6時こ

ろから明るくなります。 

行きの飛行機から POZNAN 着

陸直前に会場コースが見えまし

た。 

 

判定塔です。ガラス張りの階段室は実

際の判定業務には使いませんでした。こ

こならフィニッシュラインにかなり近い

のですが。 

 業務は5階相当の部屋からです。 
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スタートタワーの屋根の上にオレンジの回転灯 

があり、２minutes後はこれが点灯します。 

また、ワールドカップⅢの時に旗で発艇をする 

ことになり、旗が青い屋根に当たると指摘され 

ていました。その通りなんですが、この青の日 

差し除け（屋根）は引っ込めることが出来る構 

造でした 

 

 最終日は全艇に主催者のステッカーが張られま

した、最後の８レースはテレビ中継もありました。 

 観客席向かいの大型スクリーンにフィニッ

シュ直後に国旗と順位が出ます。競泳の放送

などでよく見るやつです。 

 閉会式（Closing Cceremony）で各国

旗を持って入場する代表者。 

おわりに 

 この度、初めてFISA審判委員会が選任する大会に参加することが出来ました。国際審判員と

してARFの大会には何度か参加しましたが、やはりWorld Wideな大会であるということを肌

で感じました。選出審判員と選手の参加国も全大陸から来ており、国際色の豊な大会で業務運営

などもとても組織化されておりました。審判団も非常に社交的な雰囲気をもっており、業務以外

のところでも懇親の機会がたくさんありました。また、皆さん日本に関する興味関心が高いこと

に改めて気付かされました。 

 この大会は2年に1度のユニバーシアードが開催されない年に競技によって（ボートはやる）

開催されている大会です。注目は台湾が参加していたことでしょうか、来年のユニバーシアード

開催国だからだと思います。この大学生（主にU23）の競技レベルを上げることは将来のオリン

ピックでの活躍に資する事と思います。昨年のユニバーシアードに続き来年のユニバでも日本の

活躍に期待したいと思います。 

 最後になりましたが、今大会へ派遣していただきましたことに、（公社）日本ボート協会  

上野審判委員長、千田国際委員長、相浦事務局長、事務局審判担当 竹内様、事務局国際担当  

藤田様に心より御礼申し上げます。 

 以上 


